


2

第1107号　平成28年4月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

●

総
務
部

	（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　

Ｊ
Ａ
か
ら
の
文
書
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
以
外
に
Ｗ

Ｅ
Ｂ
（
ウ
ェ
ブ
）
対
応
も
可
能
に
な
る
と

の
こ
と
だ
が
、
Ｊ
Ａ
無
線
で
放
送
し
て
い

る
内
容
も
文
書
で
同
時
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
対
応
に

よ
っ
て
会
議
等
の
出
欠
返
信
等
は
、
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
で
出
来
る
よ
う
な
対
応
を
可
能

に
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
文
書
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
況
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
提
供
機
能

の
ほ
か
、
新
シ
ス
テ
ム
で
対
応
可
能
な
範

囲
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
有
益

な
も
の
と
な
る
よ
う
な
運
用
に
努
め
て
参

ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す

り
ま
す
。

（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　

電
話
対
応
に
つ
い
て
、
電
話
を
受
け
た

時
に
部
署
名
・
名
前
を
言
っ
て
ほ
し
い
。

他
の
企
業
に
電
話
し
た
時
は
そ
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
。

（
回
答
）

　

電
話
対
応
で
の
取
り
次
ぎ
、
ご
用
件
を

承
る
際
の
責
任
の
明
確
化
な
ど
か
ら
、
今

後
は
ご
要
望
の
と
お
り
応
対
者
名
を
名
乗

る
よ
う
に
各
部
署
統
一
致
し
ま
す
。

●

金
融
部	

（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　

基
盤
整
備
事
業
を
活
用
し
て
い
る
が
、

水
田
を
1
年
間
休
耕
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

今
後
、
河
川
敷
地
の
買
い
取
り
も
発
生
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
生
産
者
負
担
軽
減
の

た
め
、
低
利
で
の
特
別
融
資
対
応
を
考
慮

願
い
た
い
。

（
回
答
）

　

農
地
取
得
等
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
Ｌ

資
金
等
の
制
度
資
金
も
活
用
し
な
が
ら
組

合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
資
金
対
応
を
考

え
ま
す
。
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
金
融
部

ま
た
は
営
農
部
地
区
担
当
を
通
じ
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　
『
マ
イ
ナ
ス
金
利
』
と
言
わ
れ
る
中
、
営

農
貯
金
と
普
通
貯
金
の
金
利
に
差
が
な
け

れ
ば
営
農
貯
金
の
魅
力
を
感
じ
な
い
。
年

第61回の地区懇談会を終えて
新時代の協同運動に多彩な声

ＪＡの役割発揮、今こそＪＡの役割発揮、今こそ
　

数
え
て
61
回
目
の
地
区
懇
談
会
が
３
月

３
日
・
４
日
の
両
日
21
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
事
業
の
方
向
性
を
確
認
し
、
総
意

で
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
に
結
集
す
る

こ
の
懇
談
会
は
、
地
域
か
ら
多
彩
な
声
を

受
け
、
事
業
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
取
り

組
み
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　

本
格
的
な
春
作
業

を
前
に
、
本
年
も
多
彩
な
ご
意
見
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
見
る

と
出
席
は
や
や
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
全

体
で
53
％
の
出
席
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
ご
と
の
出
席
率
で
は
、
北
瑛
農
事

組
合
の
95
％
が
最
高
と
な
り
、
全
体
で
は

組
合
員
・
青
年
部
・
女
性
部
の
皆
さ
ん
を

含
め
た
総
勢
２
５
８
名
に
ご
参
加
頂
き
ま

し
た
。

　

ご
意
見
の
内
容
と
し
て
は
、
多
様
化
す

る
情
報
化
社
会
に
あ
っ
て
、
情
報
提
供
を

迅
速
に
行
う
こ
と
、
農
業
労
務
の
確
保
に

向
け
た
対
策
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
を

求
め
る
も
の
な
ど
多
彩
な
内
容
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
反

映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
改
正
農
協
法
が
成
立
し
、

本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
主
役
と
い
う
Ｊ
Ａ
の

本
質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
ご
意
見

に
関
わ
る
回
答
は
別
記
の
通
り
で
す
。
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金
定
期
の
優
遇
措
置
が
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
組
合
員
に
対
す
る
優
遇
も
考
え
て
欲

し
い
。

（
回
答
）

　

営
農
貯
金
は
営
農
資
金
の
積
み
立
て
の

観
点
か
ら
、
利
率
に
つ
い
て
は
ス
ー
パ
ー

定
期
２
年
も
の
を
適
用
（
2
月
・
8
月
改

定
）
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
3
月
1
日
よ

り
ク
ミ
カ
ン
貸
越
利
率
を
引
き
下
げ
て
お

り
ま
す
が
、
営
農
貯
金
残
高
が
対
象
と
な

る
第
1
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
０
・
３
７
％

引
下
げ
０
・
５
３
％
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に
は
員
外
と

の
金
利
差
を
設
定
し
、
組
合
員
を
優
遇
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。（
3
月
8
日
現
在　

普
通
貯
金
０
・

０
０
１
％　

営
農
貯
金
０
・
０
３
％
）

●

営
農
部

	（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　

農
業
労
務
確
保
対
策
に
つ
い
て
、
短
期

雇
用
で
も
町
内
在
住
の
主
婦
も
募
集
確
保

し
て
雇
用
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

本
年
で
4
年
目
を
迎
え
る
農
業
労
務
対

策
で
す
が
、
募
集
に
つ
い
て
は
町
外
在
住

者
を
中
心
に『
第
一
次
産
業
ネ
ッ
ト
』や『
農

家
の
お
仕
事
ナ
ビ
』
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
現
時
点

で
は
町
内
在
住
の
方
は
募
集
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
検
討
致
し
ま
す
。

（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　

農
業
労
務
対
策
に
つ
い
て
、
協
議
会
の

設
立
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
組
織
体
に
な

る
の
か
。
窓
口
や
事
務
局
は
ど
こ
が
担
当

す
る
の
か
。
ま
た
、
事
業
利
用
を
考
え
て

い
る
の
で
、
申
込
時
期
・
賃
金
等
の
諸
条

件
を
知
り
た
い
。
労
務
の
取
り
ま
と
め
を

早
め
に
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
町
外
か
ら
の
人

の
定
住
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。
1

年
間
の
仕
事
を
確
保
す
る
に
は
農
業
以
外

の
地
元
企
業
と
の
連
携
や
住
宅
も
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
町
、
町
内
企
業
、
Ｊ
Ａ

間
で
協
議
会
を
設
立
し
、
今
後
の
労
務
確

保
に
向
け
取
り
進
め
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

窓
口
等
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
労
務
の
派
遣
先
に
つ
い
て
は
車

の
乗
り
合
わ
せ
で
各
地
域
に
行
く
こ
と
か

ら
、
地
域
で
最
低
4
名
程
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
今
後
検
討
し
、
該
当
地
域
を
確

定
し
て
い
き
ま
す
。
賃
金
に
つ
い
て
も
現

在
派
遣
元
と
協
議
し
て
お
り
、
決
ま
り
次

第
ご
案
内
致
し
ま
す
。

	

●

販
売
部

	（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　

馬
鈴
薯
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、

カ
ル
ビ
ー
に
つ
い
て
は
本
年
も
機
械
を
増

や
し
て
対
応
と
の
こ
と
だ
が
、
Ｊ
Ａ
出
荷

の
生
食
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
も
今
後
の
面
積

維
持
・
拡
大
の
た
め
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ハ
ー

ベ
ス
タ
ー
の
更
新
時
期
が
近
づ
い
て
お
り
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

各
品
種
と
も
全
量
取
引
等
の
作
業
効
率
化

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
加
え
て
、
小

麦
が
過
作
と
な
っ
て
い
る
が
、
輪
作
体
系

の
維
持
の
為
に
も
畑
作
4
品
は
ど
れ
も
必

要
・
重
要
な
作
物
で
あ
り
、
収
穫
も
含
め

面
積
を
増
や
せ
る
支
援
策
等
の
具
体
論
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
回
答
）

　

馬
鈴
薯
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は

現
在
㈱
カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
が
自
社
で
行
っ

て
お
り
、
カ
ル
ビ
ー
契
約
の
み
の
対
応
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
馬
鈴
薯
振

興
に
向
け
て
は
Ｊ
Ａ
契
約
も
含
め
た
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
へ
の
展
開
を
推
考
す
べ

く
、
馬
鈴
薯
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
㈱
カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
と
の

協
議
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
小
麦
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度

に
ホ
ッ
パ
ー
改
修
な
ど
の
施
設
整
備
を
行

い
、
受
入
れ
強
化
に
つ
い
て
対
応
し
て
参

り
ま
す
。

●

畜
産
部

（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　
『
畜
産
部
門
が
儲
か
っ
た
』
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
が
、
実
際
に
恩
恵
を
受
け
て

い
る
感
じ
が
し
な
い
。
還
元
し
て
く
れ
て

い
る
の
か
。
還
元
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
が
被
害
を
受
け
た
場

合
に
助
成
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
対
策
を

考
え
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

昨
年
に
お
い
て
は
生
産
者
個
々
の
努
力

に
よ
り
、
生
乳
出
荷
乳
量
も
増
加
し
、
個

体
販
売
も
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
に
よ
り
、

酪
農
部
門
は
堅
調
な
販
売
高
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
と
い
た
し

ま
し
て
も
機
構
改
革
な
ど
に
よ
り
、
酪
農

振
興
に
向
け
て
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
に
お
い
て
も
新
た
な

対
策
等
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●

購
買
部

	（
ご
意
見
・
要
望
等
）

　

ア
ル
ー
ダ
に
つ
い
て
、
農
協
手
数
料
は

理
解
で
き
る
が
、
ホ
ク
レ
ン
手
数
料
が
高

い
と
思
う
。
系
統
組
織
と
し
て
農
家
の
負

担
軽
減
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
回
答
）

　

全
道
22
ヶ
所
の
ア
ル
ー
ダ
展
示
場
共
通

の
手
数
料
率
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ル
ー
ダ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
運
営
管
理
費
も
含
め

た
設
定
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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超ロングに 30ｍ
ジャンボ巻きずしに挑戦

連
年
の
快
挙
！
大
雪
さ
ん
ろ
く
倶
楽
部

美
瑛
農
業
に
朗
報
／
農
水
省
経
営
局
長
賞

　

春
を
呼
ぶ
「
美
瑛
の
雪
上
絵
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
２
月
27
日
、

フ
ァ
ー
ム
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
千
代
田

付
近
の
白
銀
の
大
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
前
日
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用

し
て
下
準
備
が
行
わ
れ
、
当
日
に

描
い
た
デ
ザ
イ
ン
は
星
と
月
と
木

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
。

　

薦
田
哲
雄
実
行
委
員
長
が
会
場

に
集
ま
っ
た
約
４
０
０
人
の
参
加

者
を
前
に
開
会
挨
拶
を
行
っ
て
作

業
に
入
り
ま
し
た
。
地
上
絵
は
縦

90
ｍ
×
横
１
１
０
ｍ
の
巨
大
な
キ

ャ
ン
パ
ス
に
、
タ
マ
ゴ
の
殻
を
原

料
に
し
た
５
色
の
粉
で
色
づ
け
。

参
加
者
は
色
粉
ま
み
れ
に
な
り
な

が
ら
ア
ー
ト
づ
く
り
の
手
助
け
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　美瑛の農業や食を、実体験を通し理解を深めようと
青年部・フレッシュミセス会が行う食育事業「あぐり
スクール in びえい」が 2月 24 日美瑛小体育館で行
われました。この日は地域参観日から児童のほか保護
者、ＪＡ関係者など総勢 100 名余が参加。
　食材は美瑛産にこだわり、農業体験で児童らが田植
えから収穫まで行った美瑛米をはじめ、メインの具材
には美瑛豚のすき焼きを使用。参加者は体育館の対角
線に並べられたテーブルを調理台にし、海苔とご飯、
具材をトッピング。みんなでタイミングを合わせ、ク
ルリと巻き上げると目を輝かせて完成品を見つめてい
ました。
　長さ 30ｍ、直径 10cmほどの巻きずしは見ごたえ
も十分。記念撮影後それぞれ 30cmほどに切り分け
られ、親子で美瑛の実りを堪能していました。

超ロングに 30ｍ
ジャンボ巻きずしに挑戦

保護者と一緒に楽しんだジャンボ巻きずしづくり

美瑛の丘に巨大アート

受賞を喜ぶメンバー。写真中央が発表者の酒本新一さん。

　

２
年
連
続
の
快
挙
で
す
。
美
瑛
町
内

の
若
手
農
業
生
産
者
の
皆
さ
ん
で
組
織

し
、
活
発
な
活
動
を
進
め
て
い
る
「
大

雪
さ
ん
ろ
く
倶
楽
部
」
が
３
月
８
日
、

９
日
に
行
わ
れ
た
“
全
国
青
年
農
業
者

会
議
”
で
昨
年
に
続
き
快
挙
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

同
倶
楽
部
は
連
年
の
北
海
道
代
表
で

「
ゆ
め
ち
か
ら
を
つ
く
り
こ
な
す
～
高

品
質
・
多
収
の
小
麦
づ
く
り
を
目
指
し

て
」
と
題
し
て
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
容
を
発
表
。
土
地
利
用
型
作

物
部
門
で
農
林
水
産
省
経
営
局
長
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
東
京
の
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
全
国
各
地
の
地
区
大
会

で
の
選
考
を
経
た
、
言
わ
ば
自
信
作

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
発

表
す
る
も
の
で
す
。
発
表
者
の
酒
本

新
一
さ
ん
（
水
沢
）
は
「
発
表
は
緊

張
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
も
の

の
、
発
表
内
容
や
堂
々
と
し
た
姿
勢

も
高
い
評
価
を
得
て
、
今
回
の
快
挙

に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
の
頼
も
し
い
若
手
農
業
者

の
誕
生
に
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
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　道はこのほどＴＰＰの影響についての農業への影
響試算を明らかにしました。道農業への生産減少額
は最大で 478 億円と試算。最も影響を大きく受ける
のは牛乳・乳製品の生産減少額で 258 億円と説明し
ています。
　これは農水省の試算に基づき米や小麦・砂糖、牛
肉など 14 品目の生産影響額を試算したもの。最も
影響が大きいのは牛乳・乳製品。次いで牛肉が 97
億円、砂糖が 43 億円、小麦が 42 億円、豚肉が 22
億円と試算しています。コメはＴＰＰ発効に伴い輸
入枠が新設されることから、政府は新設枠に相当す
る量の国産米を備蓄米として買い入れることを示し
ております。道も政府と同様に価格への影響は無い
との見解から、減少額を“ゼロ”で影響試算をして
います。
　しかしながら、価格的に安い外国産のコメがいず
れかの年度で主食米以外として流通する要素が懸念
されており、それに伴い国産米の生産者価格が下が
るのは明白で、道は国と違う独自の試算を示すべき
との指摘もなされています。道はＴＰＰ合意前の平
成 25 年にその影響度を 5,241 億円の減少としてい
ますが、生産減少額が大幅に縮小したことについて
前回は関税が即時撤廃され、国内対策が何も講じら
れない前提としていますが、酪農経営者の多くはこ
の程度で済まないと不安の声が挙がっています。

道農業を直撃のＴＰＰ
最大で 478億円の生産減少

農畜産物の影響試算　　（単位：億円）

品目名
生産減少額 生産額

北海道 全国 北海道 全国
米 0 0 1,442 19,555
小麦 42 62 270 394
砂糖 43 52 1,214 1,458
でん粉原料作物 12 12 172 201
小豆 0 0 215 233
インゲン 0 0 48 50
加工用トマト 0 1 10 429
リンゴ 0.04 ～ 0.08 3 ～ 6 15 2,134
牛乳乳製品 179～ 258 198 ～ 291 3,068 6,887
牛肉 48～ 97 311 ～ 625 693 6,819
豚肉 11～ 22 169 ～ 332 375 5,631
鶏肉 1～ 2 19 ～ 36 240 4,600
鶏卵 1～ 2 26 ～ 53 208 4,937
合計 337 ～ 478 853 ～ 1,470 7,970 53,328
タマネギ※ 2～ 3 ― 467 ―

高橋はるみ知事からの表彰状を手に
する（農）平和生産組合の皆さん

高品質てん菜出荷
共励会で受賞

　

道
と
北
海
道
て
ん
菜
協
会
が
行
う
第
５

回
高
品
質
て
ん
菜
出
荷
共
励
会
で
農
事
組

合
法
人
平
和
生
産
組
合(

酒
本
和
明
組
合

長)

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
２
月
23
日
に

札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
栄
誉
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
経
営
面
積
は
83
㌶
余
り
で
、

そ
の
内
、
て
ん
菜
の
作
付
面
積
は
13
㌶
余

り
。
品
種
は
「
ゆ
き
ま
る
」・「
あ
ま
ま
る
」

の
２
種
類
。
同
組
合
で
は
収
量
性
・
耐
病

性
の
強
い
点
に
着
目
す
る
一
方
、
新
品
種

が
出
た
際
に
は
、
試
験
的
で
は
あ
る
も
の

の
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

27
年
の
㌶
収
量
は
９
０
・
２
２
㌧
、
同
糖

量
は
１
５
・
７
６
㌧
と
高
収
量
を
確
保
し
、

受
賞
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
酒
本
組
合
長
は
「
受
賞
の
実
感
は
あ

ま
り
な
い
の
で
す
が
・
・
・
」
と
話
し
て

い
ま
す
が
、
組
合
の
皆
さ
ん
の
地
道
な
努

力
が
好
結
果
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
同
組

合
は
た
い
肥
の
投
入
に
よ
る
土
づ
く
り
を

積
極
的
に
行
う
一
方
、
土
改
剤
の
施
用
や

透
排
水
対
策
な
ど
も
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
奉
功
し
て
い
ま
す
。

※参考／（農）平和生産組合の土づくり対策と透排水性改善等

は種・移植

区分 平成 26年度 平成 27年度 栽培管理のポイント

堆
たい

厩
きゅう

肥
ひ

種類名 バーク バーク
・粘土質のため、堆肥
はできるだけ多く投与
するようにしている
・収量が上がったのは、
堆肥をしっかり入れて
いるからではないかと
考えている。

施用量
（㎏ /10a） 3,500kg 3,500kg

前作の緑肥栽培等 ーーー ーーー ーーー

土壌改良材 資材名 ニッテンライム ニッテンライム・土壌診断結果に基づ
きｐℋの低いほ場に投
入している。施用量

（㎏ /10a） 300㎏ 300㎏

透排水性
改善対策

暗
あん

渠
きょ

等
（施行率） ーーー ・心

しん

土
ど

破
は

砕
さい

は全ほ場で
行っている。
・春、定植前に実施。心土破砕等 サブソイラ サブソイラ

融雪剤 散布時期 3月下旬 3月下旬
・ほ場の場所・作付け
予定作物によって散布
量を変えている。

資材名 スノーメイト スノーメイト

施用量
（㎏ /10a） 20kg 20kg

おめでとう！
優秀賞

注）透排水性改善対策とは、心
しん

土
ど

破
は

砕
さい

（サブソイラ、プラソイラ等）、心土
　　改良（カッティングソイラ等）の施工をいう。

直・移の別 は種日・移植日 は種量・栽植密度（10a 当たり）
直播 ーーー ーーー

移植
は種日 3月 14日　～　17日 畝幅 66㎝×株間 21㎝

7,215 本 /10a移植日 4月 26日　～　30日

（農）平和
生産組合

※タマネギは参考試算
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JA の新しい力
11 名の新規採用者
《　》内は出身地／
最終学歴／配属先

　美瑛町農協の名に
恥じないよう今まで
の経験を活かしなが
ら、一つひとつの業
務に責任を持って務
めていきたいと思い
ます。そして、組合
員の皆様とのコミュ
ニケーションを大事
にし、まずは名前を
覚えてもらう所から
少しずつ進めていけ
たらと思っています。

渡
わた

邊
なべ

　ともみ
《美瑛町／旭川商業高
等学校／総務部付美瑛
アグリサポート㈱出向》

ご迷惑をおかけすると思いますが、これか
らよろしくお願い致します。

　私はＪＡびえいの
職員として、まずは
組合員の方々とのコ
ミュニケーションを
大切にしていきたい
と思います。そして
社会人として、一つ
ひとつの仕事に責任
感を持ち取り組んで
いきたいです。農業
に関しての知識など
まだまだ学ぶことだ

渡
わた

邊
なべ

　星
せ

怜
れ

奈
な

《東神楽町／旭川商業
高校／金融部貯金課》

らけですが、一生懸命頑張りますのでよろ
しくお願い致します。

　社会人としての自
覚を持ち、一日でも
早く仕事を覚え、美
瑛町の農業がさらに
活性化し、組合員の
皆様のお役に立てる
よう、一生懸命頑張
りたいと思います。
何かと至らない点が
あるかと思いますが、
先輩方のご指導を受

大
おお

谷
たに

　菜
な

月
つき

《芦別市／
北海学園大学／
営農部営農支援課》

けながら、努力して参りますので、よろし
くお願い致します。

　地元である美瑛町
で働けることをとて
も嬉しく思っていま
す。多くの人から信
頼される職員を目指
し、農業と美瑛町の
発展のために自分に
できることを精一杯
頑張ります。わから
ないことも多くご迷
惑をかけることもあ

近
こん

藤
どう

　舞
まい

《美瑛町／旭川南高等
学校／販売部経理課》

ると思いますが、ご指導のほどよろしくお
願い致します。

　私は JA カレッジ
の勉強で JA びえい
で行われている事業
に大変興味を持ち、
自分もその一員に
なりたいと強く思い、
こちらを志望しまし
た。4 月からお世話
になり、いろいろ迷
惑をかけることがあ
ると思いますが、組
合員の皆様の役に立
てるよう、精進した

児
こ

玉
だま

　翔
しょう

吾
ご

《江別市／北海学園
大学→ＪＡカレッジ／
施設部施設課》

いと思います。組合員・職員の皆様方、ど
うかよろしくお願い致します。

　これから JA 職員
の一員となります。
初めは皆さんにご迷
惑をかけると思いま
すが、この春卒業し
た旭川工業高校の校
訓「信頼される人に
なれ」を実践するた
め努力します。早く
仕事を覚え、地域や
組合員さんのお役に

高
たか

橋
はし

　拓
たく

也
や

《旭川市／
旭川工業高等学校／
購買部農業機械課》

立ちたいと思います。よろしくお願い致し
ます。

　春から JA びえい
の職員としてお世話
になります。高校を
卒業したばかりで、
未熟な部分が多いと
思います。しかし、
持ち前の明るさやこ
れまで学んできた沢
山のことからも、こ
れからは今まで以上
に自分の行動に責任
を持ち、人としてもっ

西
にし

舘
だて

　優
ゆ

菜
な

《旭川市／
旭川商業高等学校／
販売部販売一課》

と成長できるように頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。

　美瑛町の農産物の
美味しさをより多く
の方に知っていただ
くため、日々努力を
惜しまず、美瑛町の
農業や地域の活性化
に貢献していきたい
です。まだ至らぬ点
も多いかと思います
が、一日でも早く、
組合員の皆様や先輩

山
やま

口
ぐち

　真
ま

里
り

奈
な

《旭川市／信州大学／
販売部販売二課》

方のお役に立てるよう力を尽くしてまいり
ますので，これからどうぞよろしくお願い
致します。

　農業を通して町づ
くりを行っているこ
の素晴らしい美瑛町
で働けることをとて
も嬉しく思っており
ます。信頼されるＪ
Ａ職員を目指し、元
気いっぱい頑張りま
す。まだまだ未熟な
ところもありますが、
皆様のお役に立てる

髙
たか

橋
はし

　りりあ
《中富良野町／
旭川商業高等学校／
金融部貯金課》

よう努めていきます。どうぞよろしくお願
い致します。

　私は学生の頃から
野球をしており、ス
ポーツを通して培っ
た体力と元気を前面
に出して仕事に望み
たいと思います。
また、社会人１年目
のフレッシュさを思
う存分に出していき、
精一杯頑張りますの

安
やす

原
はら

　朋
とも

希
き

《旭川市／旭川大学／
共済部共済課》

で、どうぞよろしくお願い致します。

　少しでも早く美瑛
町の農業と地域の
方々のお役に立つこ
とができるよう、必
要な知識を正確に早
く覚え、皆様から様々
な事を学ばせて頂き
たいと思います。至
らない点が多く、ご
迷惑をおかけするこ

蠣
かき

崎
ざき

 なつみ
《東神楽町／藤女子大
学／金融部融資課》

ともあると思いますが、よろしくお願い致
します。
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係長　江
え

花
ばな

　光
みつ

春
はる

【担当地区】
旭、五稜

係　手
て づ か

塚　和
かずよし

義
【担当地区】
美沢、明治、宇莫別

係　津
つ や ま

山　和
かずまさ

正
【担当地区】
新星、美馬牛、ルベシベ、二股

係　松
まつ

下
した

　広
ひ ろ き

樹
【担当地区】
横牛、朗根内、俵真布

係　眞
ま な べ

鍋　啓
け い た

太
【担当地区】
藤野、北瑛

係　河
かわかみ

上　慶
け い た

太
【担当地区】
大村、美田、福富三愛

係　我
あ づ ま

妻　孝
たかはる

治
【担当地区】
水沢、原野、新区画、置杵牛

肥料・農薬などに

営農技術相談員　廣
ひろ

　瀬
せ

　　　勉
つとむ

施肥や病害防除は増収・高品質生産の第一歩です。
組合員の皆さんのタイムリーな技術相談のため、
選任の相談員を配置致しましたので、お気軽に来
所・ご相談下さい。

専門相談員

共済のご相談をお気軽
ＪＡライフアドバイザー

係長

佐
さと う

藤　秀
ひではる

治
係

鳥
とっとり

取　大
だいじろう

二朗
係

安
やすはら

原　朋
ともき

希

係

腰
こしごえ

越　直
なおみ

美
係

橋
はしもと

本　宏
ひろこ

子
係

常
とき わ

盤　繭
まゆこ

子
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28 年産の畑作物
作付指標面積
　平成 28年産畑作物作付指標面積
は、27 年産同様、「輪作体系の確
立により安全・安心で高品質な畑
作物の安定生産を図る」ことを第
一義とした指標とすべく、各地域
農業再生協議会において策定する
「地域輪作計画」及び「水田フル活
用ビジョン」を基礎に、各作目を
取り巻く需給情勢並びに各種農業
諸制度を踏まえ、設定されました。
指標面積は、左記の通りです。なお、
28 年産の畑作物直接支払交付金が
示されましたので、本町関係品目
についてお知らせします。

区　　分 27年産 地域輪作計画 28年産
指標面積 （水田フル活用ビジョン） 意向面積 指標面積

麦　
　

類

小　

麦

（きたほなみ） 90,427 88,427
（ゆめちから） 10,433 11,822 11,471
（ 春 よ 恋 ） 11,100 12,668 11,723
（はるきらり） 1,368 1,414 1,197
小　　計 118,148 117,699 120,029 118,977

大　　　　麦 1,687 1,655 1,625 1,625
合　　　　計 119,835 119,354 121,654 120,602

豆　
　
　

類

小
豆
（内、大納言） 1,600 23,637 1,498 2,500
小 計 22,000 19,158 19,000

菜
豆

金 時 6,500

8,390

5,895 6,000
手 亡 2,500 2,005 1,800
う ず ら 140 67 130
高級菜豆 730 457 700
小　　計 9,870 8,390 8,424 8,630

え ん 豆 500 425 471 540
大 豆 27,330 26,497 32,211 32,300
黒 大 豆 2,000 2,223 2,700
合 計 61,700 58,949 62,487 63,170

馬
鈴
し
ょ

生 食 17,437 17,437 14,966 17,437
加 工 13,649 13,649 13,511 13,649
で ん 原 22,200 15,985 15,694 22,200
種 子 5,357 5,357 5,184 5,357
合 計 58,643 52,428 49,355 58,643

て ん 菜 66,000
（実践）60,288 60,138 59,295 66,000

（実践）60,138
畑 作 4 品 合 計 306,178 290,869 292,791 308,415

平成 28年産畑作物作付指標面積（ha）

畑作物の直接支払交付金（28年産）

大豆 ［平均単価　11,660 円 /60kg］

てん菜 ［平均単価　7,260 円 / ｔ］
そば ［平均単価　13,030 円 /45kg］

小麦 ［平均単価　6,320 円 /60kg］

大麦 ［平均単価　5,130 円 /50kg］ ●被害粒が少なく粒の揃ったものが高く取引されているた
め、これらを反映した検査成績ごとに加算

●糖度が高いほど高く取引されているため、糖度に対応して加算
●被害粒が少なく粒の揃ったものが高く取引されているた
め、これらを反映した検査成績ごとに加算

●たんぱく質含有率が一定の範囲内にあることが求められるため、これらを反映し
た検査成績ごとに加算

●新たな需要開拓に向けて、収量性の劣るパン・中華めん用品種に 2,550 円
/60kg の加算

●粒の白度やたんぱく質含有率等が一定以上であることが求められるため、これら
を反映した検査成績ごとに加算 品質区分（等級） 1等 2等 3等

普 通 大 豆 12,520 円 11,830 円 11,150 円

特定加工用大豆 10,470 円

品質区分（等級） 1等 2等

そ ば 14,700 円 12,590 円

品質区分
（糖度）

←
（▲0.1 度ごと） 16.3 度 →

（+0.1 度ごと）

て ん 菜 ▲ 62円 7,260 円 +62円

品質区分
（等級 /ランク）

1等 2等

A B C D A B C D

小 麦 6,410 円 5,910 円 5,760 円 5,700 円 5,250 円 4,750 円 4,600 円 4,540 円

品質区分
（等級 /ランク）

1等 2等

A B C D A B C D

二 条 大 麦 5,190 円 4,770 円 4,650 円 4,600 円 4,330 円 3,910 円 3,780 円 3,730 円
※等級：被害粒の割合や粒揃いの違いで区分
※特定加工用：豆腐・油揚、しょうゆ、きなこ等製品の段階において、
大豆の原形をとどめない用途に使用する大豆

※等級：被害粒の割合や粒揃いの違いで区分
※ 27年産からは規格外を除く※糖度：てん菜の重量に対するショ糖の含有量

※等級：被害粒の割合や粒揃いの違いで区分　※Ａ～Ｄランク：白度やたんぱく質の含有率の違いで区分

※等級：被害粒の割合や粒揃いの違いで区分　※Ａ～Ｄランク：白度やたんぱく質の含有率の違いで区分

　畑作物の直接支払交付金は、平均交付単
価は標準的な生産費と販売価格との差額を
交付することを基本に算定される、経営安
定対策です。

（円/60kg）

（円 /60kg）

（円 /50kg）

（円 /ｔ）
（円 /45kg）
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第1107号　平成28年4月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

　数えて 65 回目の通常総代会が開催されます。28 年開
催の総代会は、昨年より 1日早い 4月 5日（火）に行い
ます。今総代会は、昨年選出された総代の皆さんのご参集
による総代会です。総代会は、総意で事業結集をも再確認
する大切な意思決定機関であり、28年度のＪＡ事業の方
向を確認するものです。
　課題の多い農業情勢ではありますが、ＪＡ事業は組合員
の皆さんの信頼の上で進めるものであり、総代各位の建設
的な意見を頂きたくご案内致します。

　●日　時　平成 28年 4月 5日（火）
　　　　　　　9：00開会（受付は 8：30から）
　●場　所　ＪＡびえい３階大ホール
　●お願い　当日は日当を支給致しますので、必ず印鑑
　　　　　　をご持参ください。

提出議案
決算報告	 平成 27 年度貸借対照表、損益計算書、お
	 よび注記表ならびに全国監査機構の監査お
	 よび監事の監査報告について
	議案第 1号	 平成 27年度事業報告、剰余金処分（案）
	 の承認について
	議案第 2号	 定款の一部変更について
	議案第 3号	 定款附属書役員選任規程の一部変更について
	議案第 4号	 規約の一部変更について
	議案第 5号	 信用事業規程の一部変更について
	議案第 6号	 農業倉庫業務規程の廃止について
	議案第 7号	 平成 28年度事業計画の設定について
	議案第 8号	 賦課金の賦課および徴収方法について
	議案第 9号	 役員報酬の支給について
	議案第 10号	 経営安定化積立金（定款第 67条第 1項に
　　　　　　		定める目的積立金）の変更について
	議案第 11号	 退任役員に対する役員退職慰労金の支給に
　　　　　　		ついて
	議案第 12号	 平成 28年産の米麦等、農産物の検査抽出
	 試料の受領及び処分を組合に一括委任する
	 ことについて
	議案第 13号　名誉組合員の推戴について
報告事項
１．労働保険事務組合の平成 27 年度徴収・納付状況の報
告について
２．ＪＡバンク基本方針の変更について

米粉だから作れる
とびきりおいしい焼き菓子

小麦粉・卵・乳製品不使用でも、本当においしいグルテ
ンフリーの焼き菓子が作れる。米粉料理研究家の著者が
自信を持っておすすめする、味と食感にとことんこだ
わったケーキ・クッキー・スコーンなど60点。

多
森
サ
ク
ミ 

著

赤ちゃんが元気に育つ
妊娠・授乳中に食べたい和食

食事指導に定評のある松が丘助産院の、野菜たっぷり
のヘルシー和食。妊産婦さんが積極的にとりたい根菜
や青菜、きのこ、乾物などを使ったおいしい献立が簡
単に作れる。安産につながり、母乳にもよいと評判。

宗
　
祥
子 

著

4/5( 火 ) は通常総代会です
新総代で事業方向の確認を
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道農業
の

針　路

北海道農業協同組合中央会

副会長　内
うち

田
だ

　和
かず

幸
ゆき
　氏

　
「
力
強
い
農
業
」、「
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
」
の
実
現
に
向

け
た
組
合
員
の
役
割

　

北
海
道
の
農
業
は
今
ま
で
非
常
に
過

酷
な
条
件
の
中
で
、
先
人
た
ち
が
長
年

に
わ
た
っ
て
築
い
て
き
た
。
食
料
基
地

と
し
て
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

大
き
な
変
化
の
時
代
に
立
ち
向
か
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

農
業
者
一
人
一
人
も
大
き
な
力
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
協
同
組
合
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
く

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ

の
力
を
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

こ
う
い
う
時
こ
そ
農
協
に
結
集
し
て
、

団
結
力
、
組
織
力
を
発
揮
し
な
い
と
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
乗
り
切
っ
て
い
け

な
い
。
一
人
よ
り
も
十
人
、
十
人
よ
り

も
百
人
と
い
う
こ
と
で
意
思
の
結
集
を

通
じ
な
が
ら
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
会
決
議
に
は
、
農
業
所
得
２
０
％

増
大
、
新
規
就
農
者
の
倍
増
、
流
通
改
革
、

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、
な
ど
具
体
的
な

こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
一
人
で
は

で
き
な
い
。

　

北
海
道
農
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

中
に
あ
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
産
業
。
地

域
を
味
方
に
つ
け
る
、
よ
り
農
業
の
理

解
者
を
味
方
に
つ
け
る
。
北
海
道
の
農

産
物
は
安
心
安
全
、
そ
し
て
お
い
し
い

と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
地
域
貢
献
を
し
な

が
ら
Ｊ
Ａ
の
、
協
同
の
素
晴
ら
し
さ
を

外
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
積
み
重
ね
が
道
民
５
５
０
万

人
の
支
持
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
し

て
、
理
解
者
に
つ
な
が
り
、
応
援
団
に

な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
組
織
は
、
今
ま
で
色
々
と
組
合

員
の
所
得
確
保
の
た
め
に
改
革
を
行
い

な
が
ら
進
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ

以
上
に
時
代
の
流
れ
は
速
く
、
そ
の
時

代
に
ど
う
や
っ
て
適
応
し
な
が
ら
、
臨

機
応
変
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
か
、

と
い
う
こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
農
家
組
合
員

の
所
得
、
ま
た
経
営
が
安
定
す
る
よ
う

な
近
道
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
、
あ

え
て
言
わ
せ
て
頂
い
た
。

第28回ＪＡ北海道大会
パネルディスカッションから

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ

ん
か
ら
提
言
頂
き
ま
し
た
「
北
海
道
農
業
と

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
第
４
回
は
内
田
和

幸
氏
の
提
言
で
す
。

「
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
』」
の
実
現
に
向
け
た
農
業
の
魅
力
発
信

　
　

最
後
に
一
言

　

私
た
ち
は
、
道
民
・
国
民
に
安
心
安

全
な
食
料
を
供
給
し
て
い
る
と
い
う
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
に
は
自
信
と
誇
り
を
も
っ

て
い
い
。
北
海
道
の
な
か
で
農
業
を
こ

れ
以
上
衰
退
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

も
っ
と
外
に
向
か
っ
て
、
農
業
の
良

さ
、
食
、
そ
し
て
ま
た
農
業
に
取
り
組

む
姿
勢
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

そ
の
こ
と
が
、
道
民
５
５
０
万
人
と
共
に

創
る
力
強
い
北
海
道
農
業
、
豊
か
で
魅
力
あ

る
農
村
の
実
現
に
必
ず
結
び
付
く
。
３
年
間

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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北海道農協青年部協議会　参与
全国農協青年組織協議会　参与

　黒
くろ

田
だ

　栄
よし

継
つぐ
　氏

　

第
５
回
は
、
青
年
部
を
代
表
し
て
北
海
道

青
年
部
協
議
会
黒
田
参
与
か
ら
の
提
言
を
紹

介
し
ま
す
。

「
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と

　
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』」
の

　
　
　

実
現
に
向
け
た
組
合
員
の
役
割

第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
⑤

　
「
力
強
い
農
業
」、「
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
」
の
実
現
に
向

け
た
組
合
員
の
役
割

　

昨
年
、
全
青
協
会
長
の
立
場
で
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
審
議
に
関

わ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
国
民
合
意
を
形

成
し
て
い
こ
う
と
い
う
時
の
世
間
か
ら

の
風
当
た
り
は
皆
さ
ん
の
想
像
以
上
の

も
の
が
あ
っ
た
。

　

農
協
改
革
は
、
な
ん
と
な
く
落
ち
着

い
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
だ
が
、
５
年

経
っ
た
ら
色
々
ま
た
始
ま
る
。
何
も
終

わ
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
中
で
、
今
回
の
大
会
で
何
を
決

め
て
何
を
目
指
す
か
。
現
場
の
青
年
部

と
し
て
も
自
己
改
革
を
作
っ
て
い
く
な

か
で
、
何
を
し
て
、
何
を
望
み
、
自
分

た
ち
は
何
を
つ
く
る
の
か
を
議
論
し
て

き
た
。

　

や
は
り
、
農
協
の
営
農
経
済
の
事
業

を
改
め
て
確
立
し
て
い
こ
う
と
い
う
と

こ
ろ
に
な
る
。

　

北
海
道
は
、
全
国
的
に
み
る
と
ダ
ン

ト
ツ
に
で
き
て
い
る
が
、
改
め
て
北
海

道
が
全
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
く

ら
い
の
こ
と
を
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

に
は
、
職
員
、
役
員
だ
け
で
な
く
、
組

合
員
が
し
っ
か
り
そ
こ
に
気
づ
い
て
、

改
め
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
や
る
と

い
う
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
。

　

組
合
員
教
育
と
い
う
言
葉
に
怒
り
出

す
組
合
員
も
非
常
に
多
い
が
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
。
私
も
青
年
部
参
与
と
し

て
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
青
年
部
で
も
、

し
っ
か
り
共
有
認
識
を
も
っ
て
今
後
一

緒
に
事
業
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

「
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
」

　

５
５
０
万
人
と
謳
っ
た
か
ら
に
は
か

な
り
の
こ
と
を
展
開
し
な
い
と
い
け

な
い
。
多
く
の
人
と
繋
が
る
た
め
に
は
、

皆
が
力
を
出
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。

　

組
合
員
と
一
体
と
な
り
、
全
体
で
前

に
進
む
姿
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

の
が
、
現
場
の
ひ
と
り
と
し
て
の
決
意
だ
。

農
協
は
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る

し
、
私
も
そ
れ
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
良
い
と
こ
ろ
は
、
実
は
私

た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
に
あ
る
も

の
。
良
い
と
改
め
て
考
え
る
必
要
が
な

く
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
褒
め
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。

　

農
協
改
革
が
こ
こ
ま
で
押
し
込
ま
れ

た
理
由
の
１
つ
に
、
自
分
た
ち
の
良
さ

を
自
分
た
ち
で
語
れ
た
か
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
か
と
思
う
。
内
部
に
い
て
は

気
づ
か
な
い
。
色
々
な
人
と
関
わ
る
こ

と
で
自
分
た
ち
の
価
値
観
が
明
確
に
な

る
。

　

消
費
者
に
農
業
の
本
当
の
価
値
が

し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
。

　

農
業
者
一
人
一
人
が
価
値
を
伝
え
て

い
く
。
こ
れ
だ
け
距
離
が
あ
い
て
し
ま
っ

た
社
会
で
は
、
絶
対
的
に
私
た
ち
が
や

ら
な
い
と
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
な
い
。

大
会
議
案
の
実
践
方
策
に
何
を
す
る
か

が
書
か
れ
て
い
る
の
は
本
当
に
素
晴
ら

し
い
。

　

是
非
、
こ
れ
を
色
々
な
人
と
手
を
組

ん
で
実
現
で
き
た
ら
良
い
な
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
思
っ
て
い
る
。

　
　

最
後
に
一
言

　

５
５
０
万
人
と
つ
な
が
る
と
い
う
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
全
道
各
地
青
年
部

ま
た
女
性
部
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
そ
の
取
り
組

み
を
広
げ
て
い
き
、
私
た
ち
青
年
部
、

女
性
部
は
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ

て
い
く
の
で
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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【全体運】攻めの姿勢がチャンスを引き寄せる鍵
になります。思い切って、やりたいことに挑戦す
ると未体験でも好結果に
【健康運】シェイプアップすれば理想ボディーは確実
【幸運を呼ぶ食べ物】クレソン

【全体運】面倒見の良さを発揮することで、対人運
がグンと上昇しそう。笑顔キープも忘れずに。気
分転換には散歩が最適
【健康運】毎日、軽い運動をすると体調に好影響大
【幸運を呼ぶ食べ物】コウイカ

【全体運】カルチャー志向が強まる月。興味のある
習い事や講習会などに注目を。サークル活動も刺
激が多いはず
【健康運】無理なダイエットはＮＧ。自然体が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

【全体運】うっかりミスが増える暗示。いつもの作
業でも確認を徹底して。気の合う友達とのおしゃ
べりが良い気晴らしに
【健康運】暴飲暴食は控えること。腹八分目が正解
【幸運を呼ぶ食べ物】フキ

【全体運】一段と行動力が高まる期間。胸に秘め
ていたプランの実行など、大きなチャレンジの
好機です。旅行もラッキー
【健康運】おおむね良好。スポーツに励めば順調に上達
【幸運を呼ぶ食べ物】夏ミカン

【全体運】物事を邪推しやすい傾向がチラリ。親切
にされたら裏を読まず、素直にお礼を。開運に
は部屋に花を飾ると吉
【健康運】無理は厳禁。疲れたら十分な休息が必要
【幸運を呼ぶ食べ物】パセリ

【全体運】優柔不断になりやすいのが玉にきず。
迷ったときは一人で悩まず、周囲に相談を。気力
回復には音楽鑑賞が有効
【健康運】ストレッチやヨガで体をほぐせば安泰
【幸運を呼ぶ食べ物】タケノコ

【全体運】次々と心配事が生まれる気配。失敗を恐
れず、開き直りの気持ちを大切に。ハーブティー
を飲むと心が和みそう
【健康運】ストレス過多かも。公園を散策してみて
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】レジャー運活発化。飲み会や旅行などに
誘われたら、二つ返事でOKして出掛けてみると
グッド。くじ運も上々
【健康運】質の良い睡眠を心掛ければ体調面も回復
【幸運を呼ぶ食べ物】メバル

【全体運】ささいなことでイライラしやすいよう。
ユーモア精神とプラス思考で乗り切って。欲張り
過ぎも運を落とす原因に
【健康運】食生活も乱れがち。栄養価にも配慮して
【幸運を呼ぶ食べ物】タラの芽

【全体運】コミュニケーション運が上昇。初対面の
相手とも、すんなり親しくなれそう。人脈のネット
ワークを広げると◎
【健康運】正しい姿勢を保つことで心身とも好調に
【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ

【全体運】プライベートをゆっくり堪能したい時期。
趣味に打ち込めば確かな手応えを感じられるは
ず。書籍整理にもつき
【健康運】体を動かせば、より元気に過ごせそう
【幸運を呼ぶ食べ物】タイ
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ＪＡびえい青年部
中古農機具展示即売会

営農部　☎ 68-7014

　ＪＡびえい青年部では、中古農機具展示即売会を
開催します。農機具のご購入をお考えの方は、お気
軽にご来場ください。

開催日時：平成28年4月8日 (金 )
　　　　　午前10時～午後1時30分
開催場所：ＪＡ研修センター周辺

　　

近年、全道的に灯油等の盗難被害が多発してお
ります。この事から、お客様への安全・安心を目
的に、当スタンドでも盗難補償を付保することと
しましたのでお知らせします。

期　　間：平成２8年４月１日（金）より
補償対象：家庭用灯油及び営農用燃料油
　　　　　　　（灯油・軽油）
補償内容：１事故５万円を上限（１年間に１回
　　　　　のみ）とし盗難被害相当量を補填

　　※過去配送履歴等にて使用数量、被害相当量
を算出

　※補償にかかる費用負担はありません

盗難発生時対応
　①警察への盗難届提出（受理番号付与）
　②北町給油所への盗難発生報告（上記受理番号
が必要）

　③補償会社にて審査終了後、被害相当量を配送
致します

ホクレン配達燃料の盗難保障
（灯油・軽油）について

ホクレン北町給油所
　☎ 92-2157

　フレコンで取った肥料や融雪材を、下部を切って全部排
出している方、必見です。

FARM LAND からのお知らせ

☎ 92-3455

　フレコンの下部に装着すると、ハンドルで開閉し、フ
レコンから中身を出すことが出来ます。
余った肥料もさしたまま地面に置けるので、保管も安心。

ホースをつけて振ること
も可能です（オプション）。

４月中旬からの納品とな
ります。
くわしくは店頭にてご説
明致します。

　VID BAG  24,000 円（税込）



美瑛町農業機械協議会では、４月１日から６
月30日までを「春の農作業安全運動期間」と
し、『農作業事故ゼロ運動』のぼり旗を各地域
に立て、作業中の事故防止を呼びかけています。
この時期は、頻繁に農業機械を使用します。農
業機械の使用にあたっての危険性が増大してお
り、より万全を期した農作業安全対策が必要と
なっています。

ヒヤリ事故や、うっかり事故を起さないよう
に注意し、農作業事故防止に努めましょう。

農作業事故を未然に防ごう！

研修センター　☎ 92-0588

軽油・灯油用のホームタンクは、年数が経つにつれ
腐食・サビ等によるトラブルの発生が増える傾向にあ
ります。
給油所では、ホームタンクのトラブルを未然に防ぐ

ため、JAの指定業者が点検にお伺いします。なお、近
年洗浄済みのお宅には点検に伺いませんのでご了承願
います。

点検訪問日　　4 月 2 日（土）より
訪 問 業 者　　石油共販㈱
点 検 内 容　　タンク内外部および設置状況の点検

※洗浄される場合
洗 浄 料 金　　ホームタンク一基　5,616 円（税込）
　　　　　　　灯油配管パイプ内洗浄（２系統まで）
　　　　　　　6,696 円（税込）
◆申込方法
　点検訪問時または北町給油所
　（作業日は6月中旬以降予定）

ホームタンク（490ℓ）

ホクレン北町給油所　☎ 92-2157

■悪質な業者に注意を！■
　近年、美瑛町内で町外からの悪質な業者（農協を名
乗る、毎年の洗浄を勧める、現金支払いを求める、基
本料金は安いが、部品代で多大な金額を請求する等）
によるトラブルが発生しております。当委託の業者は、
委託証明書を持参しており現金徴収を直接行いません。
不審に思った場合は北町給油所までご連絡ください。

灯油・軽油

❶ 4年間に 2回も凍結して冬には大変な
目にあった。
❷ストレーナーが凍結し、ひびが入り灯油
を全部流してしまった。
❸毎年ストーブの使い始めの時、必ずス
トーブに水が出てきて火が消える。
❹ボイラー燃焼停止により、お湯が使えな
くなった。
❺農繁期にトラクターの燃料がつまり作業
が出来なかった。

お客様か
ら

聞いた
こんな話

無料巡回点検いたします！
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　農業機械課では、春の農機具・自動車展示会と中古
農機アルーダJAびえいのオープンフェアを開催致しま
す。新車・中古車を一堂に取り揃え、2日間限定のご
奉仕価格です。タイヤ・バッテリー等用品も取り揃え
ています。ご成約頂いた方には粗品を進呈致します。	
	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　	
	 	 	 	 	 	

研修センター
　☎ 92-0588

春の農機具・自動車展示会
アルーダ JAびえい　オープンフェア開催！！
部品・小農具展示即売会も同時開催

日　時：4月8日（金）～9日（土）
　　　　午前9時～午後4時まで
場　所：研修センター周辺　中古農機常設展示場

当日は来場者にもれなく粗品を進呈致し
ます。また、お昼には、そば・うどんを
無料で用意しておりますので多数の方の
ご来場をお待ちしております。	

平成 28 年度　機械作業標準料金表

研修センター　☎ 92-0588
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▶美瑛町農業・農協の向こう１年の針路を確認する総代会が４月５日、
６５回を数えて開催される。ＴＰＰ大筋合意がなされ、日本農業が劇的
に変わる「始まりの年」とも言われている。確かに２０１５年は、「農
林水産大臣が３人も就任した年」や、「与党の農林部会長に農林族の出
身でない将来の首相と目される若手の最有力候補が指名された年」でも
あり「農協法が改正され、農業者所得の増大に配慮するため利益を目的
に事業を行うことができる」など従来発想から大きく転換する。ＪＡも
これに呼応して「機構改編」し、組合員経済に直結した事業をめざして
いる。ＪＡと組合員の「協同歩調」が何より不可欠。前向きで活発な議
論のある総代会を切望するものである。

741 人

1,861 人

242 億 1 千万円

61 億 5 千万円

 11 億 0 千万円

39 億 3 千万円
（平成 28 年 2 月末）

発生件数　　1 件（ 2 件）　《 3 件》
　　負傷　　1 人（ 2 人）　《 3 人》
　　死亡　　0 人（ 0 人）　《 0 人》

（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計

（3月 20日現在）

4

1日（金）
　新規採用者辞令交付
　養豚生産部会定期総会

5日（火）　第６５回通常総代会

14日（木）　年金友の会総会

　29日（金）　昭和の日
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第12回理事会　3月16日（水）
■議案審議事項
議案第１号　平成 27 年度定例自治監査による期末監査結果に

ついて
・原案どおり承認されました。
議案第２号　全国監査機構期末監査に係る結果について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 27 年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、

剰余金処分 ( 案 ) 及び注記表、附属明細書の承認
について

・原案どおり承認されました。
議案第４号　第 65 回通常総代会開催に係る承認事項について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　第 65 回通常総代会の提出議案について
・原案どおり承認されました。
議案第６号　平成 28 年度信用供与等の最高限度額の設定につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第７号　平成 28 年度貸付金利率の最高限度について
・原案どおり承認されました。
議案第８号　平成 28 年度理事に対する貯金担保等の貸付につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第９号　平成 28 年度余裕金の運用方針及び運用方法につ

いて
・原案どおり承認されました。

■協議事項
①第 61 回地区懇談会の意見集約について
②経営安定化積立金（定款第 67 条第 1 項に定める目的積立金）

の変更について
③定款及び規約・規程類の一部変更と廃止について
④役員報酬審議会の答申結果について
⑤平成 28 年度振興対策組合員等のクミカン口による資金供給

枠の設定について
⑥理事地区分担に係る補佐職員について
⑦施工委員会の設置について
⑧退職職員に対する退職功労金の支給について
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